
10 自然環境

上流域中流（駒ケ根市）

上流域下流（飯田市）

上流域上流（諏訪市）

諏訪市

駒ヶ根市

飯田市

天竜川上流域

○北方系と南方系の
　 境界域

○寒暖の差が激しい

○地形的にも複雑

多様な動植物



10-1 上流部の自然環境
○天竜川上流部では全国の約2～4割の動植物が見られる

天竜川上流部

約20 %1265ほ 乳 類

約20 %1476約9500陸上昆虫

約40 %716は 虫 類

約40 %1126両 生 類

約40 %115321鳥　類

約30 %854約3200植　物

約20 %219約1100底生動物

約20 %31169魚類（淡水、汽水）

割合（②/①）②確認種数

①109水系

確認種数
種　別

10 自然環境

※出典：河川水辺の国勢調査（平成14年現在）

※全国：全国一級水系109水系での確認種数

※天竜川上流部：大臣管理区間（ダムを除く）



9

0

0

1

1

188

3

4

種数

0.6%

0.0%

0.0%

9.1%

0.9%

22.0%

1.4%

12.9%

帰化率

天竜川上流部

15.4%ほ 乳 類

0.7%陸上昆虫

6.3%は 虫 類

3.8%両 生 類

5.6%鳥　類

22.0%植　物

2.5%底生動物

11.2%魚類（淡水、汽水）

109水系の

帰化率種　別

10 自然環境
10-1 上流部の自然環境

○魚類と植物に外来種が多い天竜川上流部

外来種

※帰化率：確認種に占める外来種の割合

※出典：河川水辺の国勢調査（平成14年現在）

※全国：全国一級水系109水系での確認種数

※天竜川上流部：大臣管理区間（ダムを除く）



10-2 河川の自然環境

○多く見られる種
・オイカワ

・ウグイ

・カワヨシノボリ
オイカワ

○貴重性が高い種 ※

・スナヤツメ

・アカザ

スナヤツメ
※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド

データブック｣掲載種

○その他

・確認種の1割が、タイリクバラタナゴ、
オオクチバスなどの外来種

タイリクバラタナゴ

10 自然環境

10-2-1 魚類（天竜川上流部）



10-2-2 底生動物（天竜川上流部）

○多く見られる種

モノアラガイ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

オオヤマカワゲラ

○貴重性が高い種 ※

○その他

・ヒゲナガカワトビケラ

・コカゲロウ

・ウスバヒメガガンボ

・モノアラガイ

・コオイムシ

・水生生物調査で｢きれいな水｣の指　
標とされる生物｢オオヤマカワゲラ｣　
などが確認されている

ヒゲナガカワトビケラ
※ざざ虫の代表格

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
　 データブック｣掲載種



10-2-3 植物（天竜川上流部）
○多く見られる種 ツルヨシ

・ツルヨシ
・オギ
・カワラヨモギ

○貴重性が高い種 ※

・カワラノギク
・カワラニガナ
・ツメレンゲ

カワラノギク

○その他

・確認種の2割が、アレチウリ、
ハリエンジュ、オオキンケイギク
などの外来種

アレチウリ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-2-4 鳥類（天竜川上流部）

○多く見られる種
・マガモ
・アオサギ
・イソシギ
・イカルチドリ

○貴重性が高い種 ※

・コアジサシ

○その他

・カワウが近年、個体数が
急増

アオサギ

・オオヨシキリ
・カワセミ
・ホオジロ
・ヤマセミ

コアジサシ

カワウ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-2-5 両生・は虫・ほ乳類
　　　　　　　　　　　　（天竜川上流部）
○多く見られる種

コウベモグラ

・両生類：アマガエル、トノサマガエル

・は虫類：シマヘビ

・ほ乳類：コウベモグラ、アカネズミ

○貴重性が高い種 ※

・ダルマガエル（両生類）

○その他

・外来種のウシガエルが近年、個体数が増
えている

ダルマガエル

ウシガエル

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-2-6 陸上昆虫（天竜川上流部）
○多く見られる種

ショウリョウバッタ

・ショウリョウバッタ
・ハラオカメコオロギ
・カワラバッタ
・カワラスズ

○貴重性が高い種 ※

・ミヤマシジミ

○その他

・礫河原に生息するコオロギのハマスズが
確認されている

ミヤマシジミ

ハマスズ

・コムラサキ
・ノコギリクワガタ
・シオカラトンボ
・ミズカマキリ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-3 河川環境への取り組み
10-3-1 河川水辺の国勢調査①

魚介類、底生生物、植物、鳥類、両生・
は虫・ほ乳類、陸上昆虫の6項目につ
いて5年を1サイクルとして調査

①生物調査

河道の瀬・淵や水際部の状況などの
調査

②河川調査

③河川空間
　 利用実態
　 調査

全国一級水系（109水系）及び主要な二級水系

河川事業、河川管理などを適切に推進するため、河
川環境に関する基礎情報の収集整備

河川空間の利用者などを調査

（「川の通信簿」もこの一貫として実施）

○内　容

○対　象

○目　的

10 自然環境



10-3-1 河川水辺の国勢調査②
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

○天竜川では平成2年度から調査を開始

　　　　　　　調査結果を整理しデータを充実・活用

※貴重性が高い種を除く



10-3-2 河川環境への配慮

○帰化植物（外来種）対策　　　　　河原固有の生態系の復元

○カワラノギクの分布・保存手法種付調査

⑥無水区間の解消（三峰川、小渋川）

○三日町頭首工など

⑤河道内植生の変化への対応

④堤防除草・河川工事の際の貴重性の高い種の位置確認

○護岸工事後の埋戻し形状の工夫

○アユストーンの設置

③瀬・ワンドの創出などの多自然型川づくり

○ミクリの移植

②河川工事に伴う貴重性が高い種の調査・移植・保護

①河川横断工作物への魚道の設置

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み



10-3-3 帰化植物
(1)帰化植物の現状

伊那市内（ニセアカシア、アレチウリ）

○川の植生面積の約3割が
　 帰化植物

○場所によっては帰化植物の

　 大きな群落が存在

○年々増加

○5種に1種は帰化植物

0

40

80

120

160

200

平成5年 平成8年 平成13年

種
数

18%

19%

20%

21%

22%

23%

帰
化

率

種数

帰化率

帰化率(%)＝［（帰化植物の種数）÷（全体の確認種数）］×100

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み



(2)帰化植物による影響

○在来植物に依存す
る生物の減少

○礫の河原を生活の
場とする生物の減少

○在来植物の減少
○生存競争に強い帰

化植物が河原に繁茂

（礫河原が樹林化）

河原固有の

生態系の変化

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み
10-3-3 帰化植物

カワラノギク



(3)帰化植物への対応
②流域内への情報発信
　　○沿川アンケートの実施

　　○チラシの新聞折込み

　　○パンフレットの配布

①アレチウリ駆除大作戦

（「三峰川みらい会議」の呼び掛け）

アレチウリ駆除大作戦（毎年8月） 新聞折込みチラシ（表）

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み
10-3-3 帰化植物



(4)帰化植物アンケート結果

○天竜川上流部沿川約4200人対象（回収率約6割）

流域の意見を集約しながら対策の立案

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み
10-3-3 帰化植物

帰化植物に対する住民像

※この図は各設問で最も解答の多かったものを列挙



10-3-4 河道内植生①
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

　樹木が繁茂した河道
平成１５年９月撮影

レキ河原
美和ダム完成直後の状況
昭和３４年６月撮影



10-3-4 河道内植生②
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

○洪水被害　小

○水の高度利用

○洪水被害　大

○利水不安定

○澪筋の固定化

○河道内の樹林化

○帰化植物の増加、
　 河原固有植物の
　 衰退

○礫河原

○河原固有植物が　
　 繁殖

現　　在現　　在昭和昭和2020年代年代
　

帰
化
植
物
の
侵
入

　

砂
利
採
取

　

ダ
ム
の
建
設

河原固有の生態系復元への調査・検討



10-3-5 横断工作物①
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

○横断工作物が魚類のそ上・降下を阻害

平岡ダム（天竜川、天龍村）



10-3-5 横断工作物②
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

床固工の魚道（生田第2床固［小渋川］、松川町・中川村）

○魚類に配慮し魚道の設置



10-4 自然公園
10 自然環境

　　天竜川上流域天竜川上流域

国立公園　　1箇所

国定公園　　2箇所

県立公園　　4箇所

　が指定されている



10-4-1 自然公園の種類
10 自然環境
10-4 自然公園

：

：

都道府県の自然を代表するような
すぐれた自然の風景地（都道府県
条例により都道府県知事が指定）

○都道府県立自然公園　：

国立公園に準ずるすぐれた自然の
風景地

○国定公園

わが国の風景を代表するに足りる
傑出した自然の風景地

○国立公園



10-4-2 自然公園の地域区分

事前
届出制

景観上特別地域と一体をなす地域内
の集落地・農耕地等であって、風景の
保護を図る必要のある地域

普通地域

通常の農林漁業活動については原則
として風致の維持に影響を及ぼすお
それが少ない地域

第３種
特別地域

特に農林漁業活動については努めて
調整を図ることが必要な地域

第２種
特別地域

特別保護地区に準じ風致を維持する
必要性が高い地域で、現在の風致を
極力保護することが必要な地域

第１種
特別地域

許可制

特に厳重に景観の保護を図る必要の
ある地区

特別保護地区

特

別

地

域

行為規制説　明地域区分

10 自然環境
10-4 自然公園



10-4-3 河川景観

鵞流峡
（天竜小渋水系県立公園）

天竜川上流部（大臣管理区間）の一部は天竜奥三
河国定公園、天竜小渋水系県立公園、三峰川水系
県立公園に指定されている

○

10 自然環境
10-4 自然公園

天竜峡［名勝］
（天竜奥三河国定公園）

※名勝；文化財保護法により指定



坂戸橋

（中川村、県道）

現在

10 自然環境
10-4 自然公園
10-4-3 河川景観



現在

南宮大橋

（泰阜村、県道）

10 自然環境
10-4 自然公園
10-4-3 河川景観



11 河川水の利用状況

※かんがい・水力発電・水道・工業用水に水利権設定あり

11-1 水利用の主な内容

11 河川水の利用状況

船で物資、人を運ぶために活用

○舟　運

製造業などで工業生産で使用

○工業用水

飲み水など日常生活で使用

○ 水道用水

発電機のタービンを回すために活用

○水力発電用水

農作物の生産で使用

○かんがい用水



11-2 水利権（河川法第23条）
11 河川水の利用状況

○河川の流水を取水して使用する権利

○河川管理者の許可制

○権利の成立の経緯により慣行水利権と許可水利権
がある　　　

河川法の規定による許可を受けたもの。許可期
間はおおむね水力発電用水30年、その他10年。
更新は公益上の理由がない限り申請により許可。

・許可水利権

慣習上の使用が社会的に承認されていた水利用
で、おおむね河川法改正（昭和39年）時または昭
和39年以降その河川に同法が新たに適用された
時、同法の規定により許可を受けたものと見なさ
れているもの。
（主にかんがい用水）

・慣行水利権
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11-3 水利用の状況
11-3-1 水利権の状況①
○本川　主にかんがい用水、水力発電用水に利用
○支川　水道用水にも利用

11 河川水の利用状況

※平成14年現在

○

○

指 定 区 間

（ 県 管 理 区 間 ）

特定水利使用
（水利用が大きい許可水利権）

：

許可水利権：大 臣 管 理 区 間



11-3-1 水利権の状況②
11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況

河川水の利用状況

　（宮ヶ瀬地点）

※水利用量は河川便覧記載値から豊川用
水、三方原用水、天竜川下流用水、天
竜市・浜松市水道用水の最大取水量を
控除した量

約2000約20001慣行水利権

32293そ の 他

21017436か ん が い

1091鉱 　 工 　 業

10100水 　 　 道

43349発 　 　 電

30525649許可水利権

計
指定区間

（県管理区間）
大臣管理

区　間
許可の種類

※天竜川上流域（長野県内）、平成15年

水利権の件数
（件）

平水流量57m3/s

水利用量41m3/s

最小流量
19m3/s



11-3-1 水利権の状況③
11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況

許可水利の状況

※平成15年現在
※水力発電用水は常時使用水量
※水力発電用水以外は最大取水量
※大臣管理区間（上流部）の許可水利対象

約150

9件

水 力 発 電
用 水

水を活用
（非消費水利）

0.1未満

3件

その他

36件1件0件件数

約300.1未満ー
取水量

(m3/s)

かんがい
用 水

鉱工業

用水

水　道

用　水

水を利用
（消費水利）許可の

種 類



11-3-2 主要な用水

上伊那地方 下伊那地方

11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況



帆掛け舟【大正時代頃】

　（飯田市・時又港）

　　　舟下り

（飯田市・天竜峡）

11-3-3 舟　運 ①
○天竜川では古くから物資運搬に、舟運が利用されていた

○通船は江戸時代初期

○明治時代頃から舟下り（観光）の利用

11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況



11-3-3 舟　運 ②
11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況

天竜舟下り
・弁天港～時又港

～天竜峡温泉港
（約8km、約60分）

○年間21万人利用
（平成14年、飯田市観光課）

天竜ライン下り
・天竜峡温泉港～唐笠港

（約6km、約50分）

○現在、2区間で舟下りが
　 運行



12 河川流況と水質

12-1 河川流況①

○各年でバラツキが大きい
　　　　 平水流量 平成元年：83m3/s 

平成6,7年：36m3/s

○同一年においても流況の
　 変化が著しい
　　　　 最大流量は最小流量の約70倍

河況係数の経年変化　（宮ヶ瀬地点）
（河況係数＝最大流量／最小流量）
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河況係数（平均値：71）

年平均流量の経年変化　（宮ヶ瀬地点）
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【過去20年間の平均値】
（S56～H14  欠測年H12及びH13除く)

　　最大流量　1,316m3/s
　平水流量 57m3/s

　　渇水流量 27m3/s
　　最小流量 19m3/s

※平水流量：365日で185番目に大きな流量
※渇水流量：365日で355番目に大きな流量
※出典：天竜川上流河川事務所
※宮ヶ瀬地点（松川町）

12-1 河川流況②
12 河川流況と水質

最小流量19m3/s

1 : 69

最大流量1,316m3/s

※最小流量と最大流量の比率



※水利用量は水力発電用水を除く（許可水利量）
※淀川については、琵琶湖周辺の水利用分を除く
※出典：流量年表、河川便覧

○天竜川上流域では、水の利用量は最小流量を上回っているが
　 比較的、河川水への負担は小さい

○都市部ほど水利用量が高くなり河川水への負担が大きい

12 河川流況と水質

12-1 河川流況12-1-1 河川流況と水利用

1,000m
3
/s

１：92

流量のスケール

１：69

水利用量

最小流量

淀川（枚方地点）利根川（栗橋地点）

天竜川上流域（宮ヶ瀬地点） 天竜川（鹿島地点）

1：36

信濃川（小千谷地点）

最大流量 1：67

最大流量 ： 1,316m
3
/s

水利用量 ：     41m
3
/s

最小流量  ：    19m
3
/s

1：47

○：○
（最小流量と最大流量の比率）



12-1-2 渇水の状況①

○天竜川本川（長野県内）では顕著な渇水
　 の影響は見られない

・釜口水門：ほぼ毎年、放流制限

・平成6年7～9月　取水制限

12 河川流況と水質

12-1 河川流況　

　

三峰川から取水するかんがい用水の大部分

7～30％取水制限　45日



12-1-2 渇水の状況②
12 河川流況と水質

12-1 河川流況　

○天竜川上流域の昭和63年、平成6年渇水の状況

平成6年7月28日
中日新聞

昭和63年2月19日
信濃毎日新聞



12-1-3 主な減水区間（天竜川上流部）
①天竜川本川

南向えん堤で取水し、導水管にて下流の南向発電所で発電
に活用し、本川へ取水した水を戻す

南向えん堤～小渋川合流点直上流［約15km］○

※減水区間とその上流部で、水力発電・
　 かんがい用水の取水がある

南向えん堤下流部

12 河川流況と水質
12-1 河川流況　

0

100

200

300

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流量(m
3
/s)

取水量

放流量

流入量

南向えん堤での取水状況

（平成9年）



②三峰川

高遠ダムから三峰川と藤沢川の合流点まで（約1km）は無水区
間であったが、平成14年3月より高遠ダムから0.2m3/s放流
（藤沢川合流点下流では0.3m3/s 流れている）

高遠ダム～天竜川合流点付近［約11km］○

高遠ダム下流部

放流前 放流後※減水区間とその上流部で、水力発電・
　 かんがい用水の取水がある

12 河川流況と水質
12-1 河川流況
12-1-3 主な減水区間
　　　　（天竜川上流部）



③小渋川

小渋ダムから天竜川合流点まで（約5km）は無水区間であっ
たが、平成12年より小渋ダムから0.72m3/s放流

小渋ダム～小渋川合流点直上流［約5km］○

放流前

放流後

小渋ダム下流部

12 河川流況と水質
12-1 河川流況
12-1-3 主な減水区間
　　　　（天竜川上流部）

※減水区間上流部で、水力発電・　 かん

がい用水の取水がある
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12 河川流況と水質

12-2 河川水質①

　凡例　　　（BOD75%値）

　1.0mg/l以下

　1.0～2.0mg/l以下

　2.1～5.0mg/l以下

BOD75%値

平成13年

○BOD環境基準値

盛んな諏訪湖の美化活動
環境のまちづくり市民協議会［諏訪市］

　 下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

・

3.0mg/l（釜口水門～三峰川合流点）
2.0mg/l（三峰川合流点～早木戸川合流点）

・
・

天竜川水系健康診断［水質調査］
（主催　［財］長野県テクノ財団テクノバレー地域センター）

・

天竜川上流域では、地域での取り組みが
おこなわれている

○

アオコが諏訪湖で発生し天竜川を流下○

天竜川の水質は下流ほど良好○

：

：
水中の汚濁物（有機物）が水中の微
生物によって分解されるときに必要な
酸素の量

※BOD
（生物化学的
酸素要求量）

環境基準は河川についてはＢＯＤ等
で、湖沼および海域についてはＣＯＤ
等で設定

※水質基準
　 設定区分



12 河川流況と水質

12-2 河川水質②

※出典：長野県ホームページ

水中の汚濁物が酸化剤（過マンガン酸カリウ
ム）により酸化される時に必要な酸素の量

：※COD（化学的酸素要求量）

諏訪湖COD経年変化（年平均値）
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12 河川流況と水質

12-2 河川水質③

※出典：天竜川上流河川事務所調べ
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12-2 河川水質④

伊那市中央橋

アオコの流下

12 河川流況と水質

釜口水門

昭和46年8月 平成11年8月

諏訪湖の水質改善

出典：みんなで知ろう「諏訪湖のあゆみ」
諏訪建設事務所



12 河川流況と水質

12-2 河川水質⑤

平成15年3月1日　信濃毎日新聞

平成15年6月24日　信濃毎日新聞



13 森林の状況

13-1-1 国土に占める森林の割合

　○日本は世界でも有数の森林面積率が高い国である

13-1 森林面積

出典：世界の統計1996版（総務庁統計局）

森林面積率の国際比較
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○森林面積は国土の約2/3

○過去100年間、大きな変化は無い

13-1-2 森林面積の推移
13 森林の状況
13-1 森林面積

国土利用の変化
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出典：日本列島の環境変化（アトラス）



13-1-3 天竜川上流部の森林①
13 森林の状況
13-1 森林面積

昭和23年　美和ダム・高遠ダム［建設前］周辺（高遠町、長谷村）

　　※米軍撮影



13-1-3 天竜川上流部の森林②
13 森林の状況
13-1 森林面積

現在の美和ダム・高遠ダム周辺（高遠町、長谷村）



全　国 天竜川上流部

出典：世界農林業センサス

13-1-3 天竜川上流部の森林③

○全国と比較し、山林面積の割合が高い

13 森林の状況
13-1 森林面積

山林
以外
34% 山林

66%

山林
以外
21%

山林
79%

平成12年（2000年）



○天竜川上流部の森林面積は全体として保たれ
ているが、天然林が減少し人工林は増加

13-1-3 天竜川上流部の森林④

出典：世界農林業センサス

13 森林の状況
13-1 森林面積
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13 森林の状況

13-2 森林の機能

　

　　

森林の保水力による安定流出

○水源涵養機能

森林の被覆による侵食の防止

○土砂流出抑制機能

森林のもつ保水力による洪水時の流出量
の低減

○洪水緩和機能

参考：日本学術会議答申（平成13年11月）



○森林の有する洪水緩和機能には限界がある

13-2-1 洪水緩和機能①
13 森林の状況
13-2 森林の機能

小雨時には、雨は地中に浸透し直接流
れ出る量は少ない

大雨では、土壌が緩和状態となり、降っ
た雨はそのまま流れ出す



13 森林の状況
13-2 森林の機能13-2-1 洪水緩和機能②

○森林が貯留するのは、降り始めの降雨

○ダムは洪水のピークを調節



13 森林の状況
13-2 森林の機能13-2-1 洪水緩和機能③

○森林域でもある一定以上の降雨で土壌が飽和
し、保水機能が失われ、降雨はほとんど流出

降雨量と流出量の関係（イメージ図）

流出の割合が
増加

保水機能なし
（流出量＝降雨量）

一連降雨による雨量

流
出
量

保水機能あり
（流出量＜降雨量）

森林土壌が
雨で飽和 流

出
量

降雨量



13 森林の状況
13-2 森林の機能13-2-1 洪水緩和機能④

美和ダム流域 小渋ダム流域



13-2-2 土砂流出抑制機能①
○良好な森林を形成することにより、土砂の流出を減少

させることができる

○効果が現れるまでは、長い期間が必要

13 森林の状況
13-2 森林の機能

出典：国土交通省　砂防部とりまとめ
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13-2-2 土砂流出抑制機能②

○森林が形成されていても土砂の流出抑制に
限界がある

13 森林の状況
13-2 森林の機能

出典：難波宣士（1959）崩壊地の基礎的特性について
　 林野庁治山課

有林地と無林地における崩壊の関係
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13-2-2 土砂流出抑制機能③
13 森林の状況
13-2 森林の機能

松川町生田地区（Ｓ36災、1956年）



○森林が増加すると森林自身の水の消費で河川流量
が減少する場合がある（蒸発散作用による）

13-2-3 水源涵養機能
13 森林の状況
13-2 森林の機能

出典：東京大学愛知演習林白坂流域のデータをもとに作成

豊水流量：1年を通じて 95日はこれをくだらない流量

平水流量：1年を通じて185日はこれをくだらない流量

低水流量：1年を通じて275日はこれをくだらない流量

渇水流量：1年を通じて355日はこれをくだらない流量

森林の成長に伴う流出量の変化



13-3 まとめ
13 森林の状況

○森林と構造物の両方の機能が相まって目標とす　
る安全度が確保される

○森林に覆われることにより土砂の流出は減少する
が、大雨になれば大規模な土砂流出が発生する
場合がある

○森林の存在を前提に治水・利水計画を策定

○森林は中小洪水においては洪水緩和機能を発揮
するが、大洪水においては降雨のほとんどが流出
し顕著な効果はない

○現在は歴史上森林が良好に保存されている時期



14-1 総合土砂管理
○森林を含む源流から河口・海岸等における堆積・侵食等

の土砂に関する治水・利水・環境上の課題の解決に向
け、自然と調和を図った総合的な土砂管理を実現する

14 総合土砂管理



14-2 砂防 14-2-1土砂流出

36災での大規模な土砂流出

14 総合土砂管理

四徳分校

中川村四徳地先（昭和36年6月）



○大規模な土砂流出の抑制

○貯めた土砂を下流に徐々に流下

○河床変動の平準化

14-2-2 砂防のイメージ

大規模な土砂流出

土砂を止める 止めた土砂を
徐々に流下

堆積土砂が流出

河床変動の平準化

河道内の土砂移動

土
砂
量

時間

14 総合土砂管理
14-2 砂　防



14-2-3 スリット式砂防えん堤
○大規模な土砂の流出を止め、堆砂した土砂を徐々に

流下させる

14 総合土砂管理
14-2 砂　防

猪鹿沢第３砂防えん堤（三峰川水系、高遠町）



14-2-4 山腹工の施工

鹿塩川山腹工（小渋川水系、大鹿村）

14 総合土砂管理
14-2 砂　防

山腹工

山腹に植栽、土留、排水工等を

施すことで植生を回復させ、山腹
の崩壊や土砂流出を防ぐ



14-3 ダ　ム
14-3-1 天竜川のダムの堆砂状況①

出典：ダム事業のプログラム評価に関する検討委員会資料

14 総合土砂管理

○堆砂の状況は、水系によって大きく異なる



14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム

○天竜川、木曽川、大井川の3水系で全国一級水系
　 の総堆砂量の1/3

出典：ダム事業のプログラム評価に関する検討委員会資料

14-3-1 天竜川のダムの堆砂状況②



14-3-1 天竜川のダムの堆砂状況③
天竜川水系のダムの堆砂状況（平成11年度）

・美和ダム・小渋ダムは平成10年度現在
・「＊」印はしゅんせつ量を除く
出典：雑誌「電力土木 2001.1」

14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム

総貯水容量
(建設当初)

美 和 国土交通省 S34 37,478 ＊ 14,153 37.8%

小 渋 国土交通省 S44 58,000 ＊ 13,448 23.2%

泰 阜 中部電力（株） S11 10,761 ＊ 8,406 78.1%

平 岡 中部電力（株） S27 42,425 ＊ 36,066 85.0%

水 窪 電源開発（株） S44 29,981 6,945 23.2%

新 豊 根
電源開発（株）
国土交通省

S48 53,500 1,514 2.8%

佐 久 間 電源開発（株） S31 326,848 ＊ 111,975 34.3%

秋 葉 電源開発（株） S33 34,703 ＊ 13,226 38.1%

船 明 電源開発（株） S52 14,578 980 6.7%

－ 12,030,956 ＊ 1,059,544 8.8%
全国値

（406ダム）

堆砂率
総堆砂量

（千m3）
事業者ダム名 竣工年



14-3-2 美和ダム恒久堆砂対策

○掘削

14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム

○貯砂ダム
　　　・洪水バイパストンネル



14-3-3 小渋ダム施設改良事業
14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム



14-4 河　川
14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷①

14 総合土砂管理

※ＨＷＬ（計画高水位）：計画高水流量を流し得る水位



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷②
14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷③

○昭和36年災害で河床が上昇

14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷④

○昭和36年災害以降、河床は低下

14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷⑤

○近年、河床は安定化傾向

14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-2 天竜川上流部の河道内の土砂量

○昭和50年代以降、砂利採取の減少に伴い土砂量も
安定化

14 総合土砂管理
14-4 河　川

全区間（天竜川上流部）の

河道内土量経年変化と砂利採取量の経年変化



S36災、松川町

14-4-3 洪水時の河道の状況①
14 総合土砂管理
14-4 河　川



S36災、飯田市松尾地先

14 総合土砂管理
14-4 河　川14-4-3 洪水時の河道の状況②



14 総合土砂管理
14-5 海　岸14-5-1 海岸の状況①

○ 近年、汀線は侵食傾向

出典：静岡県資料



14-5-1 海岸の状況②
14 総合土砂管理
14-5 海　岸

太平洋（遠州灘）

太平洋（遠州灘）

昭和21年（1946年）5月

平成13年（2001年）2月

天竜川河口

天竜川河口

出典：静岡県資料

太田川河口

太田川河口



14-6 総合土砂管理に向けた取り組み

14-6-1 天竜川総合土砂管理対策委員会

平成14年度～○期　間

学識経験者、行政担当者○構　成

天竜川における今後の総合的な土砂管理
の目標を定め、佐久間ダムの堆砂のあり方
を検討し、土砂移動の連続性の確保の具
体化を図る

○目　的

14 総合土砂管理



14-6-2 モニタリングの実施

平成12年度～○期　間

坊主平（与田切川水系、飯島町）○場　所

水中の流砂の量と質（粒度）を把握○目　的

14 総合土砂管理
14-6 総合土砂管理に 向けた

取り組み

与田切川の流砂観測施設

○流砂観測施設の設置
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天竜川流域委員会上流部会
第3回　現地調査会
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10 自然環境

上流域中流（駒ケ根市）

上流域下流（飯田市）

上流域上流（諏訪市）

諏訪市

駒ヶ根市

飯田市

天竜川上流域

○北方系と南方系の
　 境界域

○寒暖の差が激しい

○地形的にも複雑

多様な動植物



10-1 上流部の自然環境
○天竜川上流部では全国の約2～4割の動植物が見られる

天竜川上流部

約20 %1265ほ 乳 類

約20 %1476約9500陸上昆虫

約40 %716は 虫 類

約40 %1126両 生 類

約40 %115321鳥　類

約30 %854約3200植　物

約20 %219約1100底生動物

約20 %31169魚類（淡水、汽水）

割合（②/①）②確認種数

①109水系

確認種数
種　別

10 自然環境

※出典：河川水辺の国勢調査（平成14年現在）

※全国：全国一級水系109水系での確認種数

※天竜川上流部：大臣管理区間（ダムを除く）



9

0

0

1

1

188

3

4

種数

0.6%

0.0%

0.0%

9.1%

0.9%

22.0%

1.4%

12.9%

帰化率

天竜川上流部

15.4%ほ 乳 類

0.7%陸上昆虫

6.3%は 虫 類

3.8%両 生 類

5.6%鳥　類

22.0%植　物

2.5%底生動物

11.2%魚類（淡水、汽水）

109水系の

帰化率種　別

10 自然環境
10-1 上流部の自然環境

○魚類と植物に外来種が多い天竜川上流部

外来種

※帰化率：確認種に占める外来種の割合

※出典：河川水辺の国勢調査（平成14年現在）

※全国：全国一級水系109水系での確認種数

※天竜川上流部：大臣管理区間（ダムを除く）



10-2 河川の自然環境

○多く見られる種
・オイカワ

・ウグイ

・カワヨシノボリ
オイカワ

○貴重性が高い種 ※

・スナヤツメ

・アカザ

スナヤツメ
※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド

データブック｣掲載種

○その他

・確認種の1割が、タイリクバラタナゴ、
オオクチバスなどの外来種

タイリクバラタナゴ

10 自然環境

10-2-1 魚類（天竜川上流部）



10-2-2 底生動物（天竜川上流部）

○多く見られる種

モノアラガイ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

オオヤマカワゲラ

○貴重性が高い種 ※

○その他

・ヒゲナガカワトビケラ

・コカゲロウ

・ウスバヒメガガンボ

・モノアラガイ

・コオイムシ

・水生生物調査で｢きれいな水｣の指　
標とされる生物｢オオヤマカワゲラ｣　
などが確認されている

ヒゲナガカワトビケラ
※ざざ虫の代表格

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
　 データブック｣掲載種



10-2-3 植物（天竜川上流部）
○多く見られる種 ツルヨシ

・ツルヨシ
・オギ
・カワラヨモギ

○貴重性が高い種 ※

・カワラノギク
・カワラニガナ
・ツメレンゲ

カワラノギク

○その他

・確認種の2割が、アレチウリ、
ハリエンジュ、オオキンケイギク
などの外来種

アレチウリ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-2-4 鳥類（天竜川上流部）

○多く見られる種
・マガモ
・アオサギ
・イソシギ
・イカルチドリ

○貴重性が高い種 ※

・コアジサシ

○その他

・カワウが近年、個体数が
急増

アオサギ

・オオヨシキリ
・カワセミ
・ホオジロ
・ヤマセミ

コアジサシ

カワウ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-2-5 両生・は虫・ほ乳類
　　　　　　　　　　　　（天竜川上流部）
○多く見られる種

コウベモグラ

・両生類：アマガエル、トノサマガエル

・は虫類：シマヘビ

・ほ乳類：コウベモグラ、アカネズミ

○貴重性が高い種 ※

・ダルマガエル（両生類）

○その他

・外来種のウシガエルが近年、個体数が増
えている

ダルマガエル

ウシガエル

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-2-6 陸上昆虫（天竜川上流部）
○多く見られる種

ショウリョウバッタ

・ショウリョウバッタ
・ハラオカメコオロギ
・カワラバッタ
・カワラスズ

○貴重性が高い種 ※

・ミヤマシジミ

○その他

・礫河原に生息するコオロギのハマスズが
確認されている

ミヤマシジミ

ハマスズ

・コムラサキ
・ノコギリクワガタ
・シオカラトンボ
・ミズカマキリ

10 自然環境
10-2 河川の自然環境

※ 環境省｢レッドリスト｣及び｢レッド
データブック｣掲載種



10-3 河川環境への取り組み
10-3-1 河川水辺の国勢調査①

魚介類、底生生物、植物、鳥類、両生・
は虫・ほ乳類、陸上昆虫の6項目につ
いて5年を1サイクルとして調査

①生物調査

河道の瀬・淵や水際部の状況などの
調査

②河川調査

③河川空間
　 利用実態
　 調査

全国一級水系（109水系）及び主要な二級水系

河川事業、河川管理などを適切に推進するため、河
川環境に関する基礎情報の収集整備

河川空間の利用者などを調査

（「川の通信簿」もこの一貫として実施）

○内　容

○対　象

○目　的

10 自然環境



10-3-1 河川水辺の国勢調査②
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

○天竜川では平成2年度から調査を開始

　　　　　　　調査結果を整理しデータを充実・活用

※貴重性が高い種を除く



10-3-2 河川環境への配慮

○帰化植物（外来種）対策　　　　　河原固有の生態系の復元

○カワラノギクの分布・保存手法種付調査

⑥無水区間の解消（三峰川、小渋川）

○三日町頭首工など

⑤河道内植生の変化への対応

④堤防除草・河川工事の際の貴重性の高い種の位置確認

○護岸工事後の埋戻し形状の工夫

○アユストーンの設置

③瀬・ワンドの創出などの多自然型川づくり

○ミクリの移植

②河川工事に伴う貴重性が高い種の調査・移植・保護

①河川横断工作物への魚道の設置

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み



10-3-3 帰化植物
(1)帰化植物の現状

伊那市内（ニセアカシア、アレチウリ）

○川の植生面積の約3割が
　 帰化植物

○場所によっては帰化植物の

　 大きな群落が存在

○年々増加

○5種に1種は帰化植物
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平成5年 平成8年 平成13年

種
数

18%
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22%

23%

帰
化

率

種数

帰化率

帰化率(%)＝［（帰化植物の種数）÷（全体の確認種数）］×100

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み



(2)帰化植物による影響

○在来植物に依存す
る生物の減少

○礫の河原を生活の
場とする生物の減少

○在来植物の減少
○生存競争に強い帰

化植物が河原に繁茂

（礫河原が樹林化）

河原固有の

生態系の変化

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み
10-3-3 帰化植物

カワラノギク



(3)帰化植物への対応
②流域内への情報発信
　　○沿川アンケートの実施

　　○チラシの新聞折込み

　　○パンフレットの配布

①アレチウリ駆除大作戦

（「三峰川みらい会議」の呼び掛け）

アレチウリ駆除大作戦（毎年8月） 新聞折込みチラシ（表）

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み
10-3-3 帰化植物



(4)帰化植物アンケート結果

○天竜川上流部沿川約4200人対象（回収率約6割）

流域の意見を集約しながら対策の立案

10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み
10-3-3 帰化植物

帰化植物に対する住民像

※この図は各設問で最も解答の多かったものを列挙



10-3-4 河道内植生①
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

　樹木が繁茂した河道
平成１５年９月撮影

レキ河原
美和ダム完成直後の状況
昭和３４年６月撮影



10-3-4 河道内植生②
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

○洪水被害　小

○水の高度利用

○洪水被害　大

○利水不安定

○澪筋の固定化

○河道内の樹林化

○帰化植物の増加、
　 河原固有植物の
　 衰退

○礫河原

○河原固有植物が　
　 繁殖

現　　在現　　在昭和昭和2020年代年代
　

帰
化
植
物
の
侵
入

　

砂
利
採
取

　

ダ
ム
の
建
設

河原固有の生態系復元への調査・検討



10-3-5 横断工作物①
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

○横断工作物が魚類のそ上・降下を阻害

平岡ダム（天竜川、天龍村）



10-3-5 横断工作物②
10 自然環境
10-3 河川環境への取り組み

床固工の魚道（生田第2床固［小渋川］、松川町・中川村）

○魚類に配慮し魚道の設置



10-4 自然公園
10 自然環境

　　天竜川上流域天竜川上流域

国立公園　　1箇所

国定公園　　2箇所

県立公園　　4箇所

　が指定されている



10-4-1 自然公園の種類
10 自然環境
10-4 自然公園

：

：

都道府県の自然を代表するような
すぐれた自然の風景地（都道府県
条例により都道府県知事が指定）

○都道府県立自然公園　：

国立公園に準ずるすぐれた自然の
風景地

○国定公園

わが国の風景を代表するに足りる
傑出した自然の風景地

○国立公園



10-4-2 自然公園の地域区分

事前
届出制

景観上特別地域と一体をなす地域内
の集落地・農耕地等であって、風景の
保護を図る必要のある地域

普通地域

通常の農林漁業活動については原則
として風致の維持に影響を及ぼすお
それが少ない地域

第３種
特別地域

特に農林漁業活動については努めて
調整を図ることが必要な地域

第２種
特別地域

特別保護地区に準じ風致を維持する
必要性が高い地域で、現在の風致を
極力保護することが必要な地域

第１種
特別地域

許可制

特に厳重に景観の保護を図る必要の
ある地区

特別保護地区

特

別

地

域

行為規制説　明地域区分

10 自然環境
10-4 自然公園



10-4-3 河川景観

鵞流峡
（天竜小渋水系県立公園）

天竜川上流部（大臣管理区間）の一部は天竜奥三
河国定公園、天竜小渋水系県立公園、三峰川水系
県立公園に指定されている

○

10 自然環境
10-4 自然公園

天竜峡［名勝］
（天竜奥三河国定公園）

※名勝；文化財保護法により指定



坂戸橋

（中川村、県道）

現在

10 自然環境
10-4 自然公園
10-4-3 河川景観



現在

南宮大橋

（泰阜村、県道）

10 自然環境
10-4 自然公園
10-4-3 河川景観



11 河川水の利用状況

※かんがい・水力発電・水道・工業用水に水利権設定あり

11-1 水利用の主な内容

11 河川水の利用状況

船で物資、人を運ぶために活用

○舟　運

製造業などで工業生産で使用

○工業用水

飲み水など日常生活で使用

○ 水道用水

発電機のタービンを回すために活用

○水力発電用水

農作物の生産で使用

○かんがい用水



11-2 水利権（河川法第23条）
11 河川水の利用状況

○河川の流水を取水して使用する権利

○河川管理者の許可制

○権利の成立の経緯により慣行水利権と許可水利権
がある　　　

河川法の規定による許可を受けたもの。許可期
間はおおむね水力発電用水30年、その他10年。
更新は公益上の理由がない限り申請により許可。

・許可水利権

慣習上の使用が社会的に承認されていた水利用
で、おおむね河川法改正（昭和39年）時または昭
和39年以降その河川に同法が新たに適用された
時、同法の規定により許可を受けたものと見なさ
れているもの。
（主にかんがい用水）

・慣行水利権
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11-3 水利用の状況
11-3-1 水利権の状況①
○本川　主にかんがい用水、水力発電用水に利用
○支川　水道用水にも利用

11 河川水の利用状況

※平成14年現在

○

○

指 定 区 間

（ 県 管 理 区 間 ）

特定水利使用
（水利用が大きい許可水利権）

：

許可水利権：大 臣 管 理 区 間



11-3-1 水利権の状況②
11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況

河川水の利用状況

　（宮ヶ瀬地点）

※水利用量は河川便覧記載値から豊川用
水、三方原用水、天竜川下流用水、天
竜市・浜松市水道用水の最大取水量を
控除した量

約2000約20001慣行水利権

32293そ の 他

21017436か ん が い

1091鉱 　 工 　 業

10100水 　 　 道

43349発 　 　 電

30525649許可水利権

計
指定区間

（県管理区間）
大臣管理

区　間
許可の種類

※天竜川上流域（長野県内）、平成15年

水利権の件数
（件）

平水流量57m3/s

水利用量41m3/s

最小流量
19m3/s



11-3-1 水利権の状況③
11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況

許可水利の状況

※平成15年現在
※水力発電用水は常時使用水量
※水力発電用水以外は最大取水量
※大臣管理区間（上流部）の許可水利対象

約150

9件

水 力 発 電
用 水

水を活用
（非消費水利）

0.1未満

3件

その他

36件1件0件件数

約300.1未満ー
取水量

(m3/s)

かんがい
用 水

鉱工業

用水

水　道

用　水

水を利用
（消費水利）許可の

種 類



11-3-2 主要な用水

上伊那地方 下伊那地方

11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況



帆掛け舟【大正時代頃】

　（飯田市・時又港）

　　　舟下り

（飯田市・天竜峡）

11-3-3 舟　運 ①
○天竜川では古くから物資運搬に、舟運が利用されていた

○通船は江戸時代初期

○明治時代頃から舟下り（観光）の利用

11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況



11-3-3 舟　運 ②
11 河川水の利用状況
11-3 水利用の状況

天竜舟下り
・弁天港～時又港

～天竜峡温泉港
（約8km、約60分）

○年間21万人利用
（平成14年、飯田市観光課）

天竜ライン下り
・天竜峡温泉港～唐笠港

（約6km、約50分）

○現在、2区間で舟下りが
　 運行



12 河川流況と水質

12-1 河川流況①

○各年でバラツキが大きい
　　　　 平水流量 平成元年：83m3/s 

平成6,7年：36m3/s

○同一年においても流況の
　 変化が著しい
　　　　 最大流量は最小流量の約70倍

河況係数の経年変化　（宮ヶ瀬地点）
（河況係数＝最大流量／最小流量）
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【過去20年間の平均値】
（S56～H14  欠測年H12及びH13除く)

　　最大流量　1,316m3/s
　平水流量 57m3/s

　　渇水流量 27m3/s
　　最小流量 19m3/s

※平水流量：365日で185番目に大きな流量
※渇水流量：365日で355番目に大きな流量
※出典：天竜川上流河川事務所
※宮ヶ瀬地点（松川町）

12-1 河川流況②
12 河川流況と水質

最小流量19m3/s

1 : 69

最大流量1,316m3/s

※最小流量と最大流量の比率



※水利用量は水力発電用水を除く（許可水利量）
※淀川については、琵琶湖周辺の水利用分を除く
※出典：流量年表、河川便覧

○天竜川上流域では、水の利用量は最小流量を上回っているが
　 比較的、河川水への負担は小さい

○都市部ほど水利用量が高くなり河川水への負担が大きい

12 河川流況と水質

12-1 河川流況12-1-1 河川流況と水利用

1,000m
3
/s

１：92

流量のスケール

１：69

水利用量

最小流量

淀川（枚方地点）利根川（栗橋地点）

天竜川上流域（宮ヶ瀬地点） 天竜川（鹿島地点）

1：36

信濃川（小千谷地点）

最大流量 1：67

最大流量 ： 1,316m
3
/s

水利用量 ：     41m
3
/s

最小流量  ：    19m
3
/s

1：47

○：○
（最小流量と最大流量の比率）



12-1-2 渇水の状況①

○天竜川本川（長野県内）では顕著な渇水
　 の影響は見られない

・釜口水門：ほぼ毎年、放流制限

・平成6年7～9月　取水制限

12 河川流況と水質

12-1 河川流況　

　

三峰川から取水するかんがい用水の大部分

7～30％取水制限　45日



12-1-2 渇水の状況②
12 河川流況と水質

12-1 河川流況　

○天竜川上流域の昭和63年、平成6年渇水の状況

平成6年7月28日
中日新聞

昭和63年2月19日
信濃毎日新聞



12-1-3 主な減水区間（天竜川上流部）
①天竜川本川

南向えん堤で取水し、導水管にて下流の南向発電所で発電
に活用し、本川へ取水した水を戻す

南向えん堤～小渋川合流点直上流［約15km］○

※減水区間とその上流部で、水力発電・
　 かんがい用水の取水がある

南向えん堤下流部

12 河川流況と水質
12-1 河川流況　
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流量(m
3
/s)

取水量

放流量

流入量

南向えん堤での取水状況

（平成9年）



②三峰川

高遠ダムから三峰川と藤沢川の合流点まで（約1km）は無水区
間であったが、平成14年3月より高遠ダムから0.2m3/s放流
（藤沢川合流点下流では0.3m3/s 流れている）

高遠ダム～天竜川合流点付近［約11km］○

高遠ダム下流部

放流前 放流後※減水区間とその上流部で、水力発電・
　 かんがい用水の取水がある

12 河川流況と水質
12-1 河川流況
12-1-3 主な減水区間
　　　　（天竜川上流部）



③小渋川

小渋ダムから天竜川合流点まで（約5km）は無水区間であっ
たが、平成12年より小渋ダムから0.72m3/s放流

小渋ダム～小渋川合流点直上流［約5km］○

放流前

放流後

小渋ダム下流部

12 河川流況と水質
12-1 河川流況
12-1-3 主な減水区間
　　　　（天竜川上流部）

※減水区間上流部で、水力発電・　 かん

がい用水の取水がある
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12 河川流況と水質

12-2 河川水質①

　凡例　　　（BOD75%値）

　1.0mg/l以下

　1.0～2.0mg/l以下

　2.1～5.0mg/l以下

BOD75%値

平成13年

○BOD環境基準値

盛んな諏訪湖の美化活動
環境のまちづくり市民協議会［諏訪市］

　 下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

・

3.0mg/l（釜口水門～三峰川合流点）
2.0mg/l（三峰川合流点～早木戸川合流点）

・
・

天竜川水系健康診断［水質調査］
（主催　［財］長野県テクノ財団テクノバレー地域センター）

・

天竜川上流域では、地域での取り組みが
おこなわれている

○

アオコが諏訪湖で発生し天竜川を流下○

天竜川の水質は下流ほど良好○

：

：
水中の汚濁物（有機物）が水中の微
生物によって分解されるときに必要な
酸素の量

※BOD
（生物化学的
酸素要求量）

環境基準は河川についてはＢＯＤ等
で、湖沼および海域についてはＣＯＤ
等で設定

※水質基準
　 設定区分



12 河川流況と水質

12-2 河川水質②

※出典：長野県ホームページ

水中の汚濁物が酸化剤（過マンガン酸カリウ
ム）により酸化される時に必要な酸素の量

：※COD（化学的酸素要求量）

諏訪湖COD経年変化（年平均値）
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12 河川流況と水質

12-2 河川水質③

※出典：天竜川上流河川事務所調べ
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12-2 河川水質④

伊那市中央橋

アオコの流下

12 河川流況と水質

釜口水門

昭和46年8月 平成11年8月

諏訪湖の水質改善

出典：みんなで知ろう「諏訪湖のあゆみ」
諏訪建設事務所



12 河川流況と水質

12-2 河川水質⑤

平成15年3月1日　信濃毎日新聞

平成15年6月24日　信濃毎日新聞



13 森林の状況

13-1-1 国土に占める森林の割合

　○日本は世界でも有数の森林面積率が高い国である

13-1 森林面積

出典：世界の統計1996版（総務庁統計局）

森林面積率の国際比較
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○森林面積は国土の約2/3

○過去100年間、大きな変化は無い

13-1-2 森林面積の推移
13 森林の状況
13-1 森林面積

国土利用の変化

65.4 66.9 66.6

16.7 16.9 17.2

4.2 6.1 10.111.2 7.8 3.7
2.2 2.42.5

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

明治大正期（1900年頃） 昭和中期（1950年頃） 現代（1985年頃）

森林 農業的利用 都市的利用 荒地 その他

出典：日本列島の環境変化（アトラス）



13-1-3 天竜川上流部の森林①
13 森林の状況
13-1 森林面積

昭和23年　美和ダム・高遠ダム［建設前］周辺（高遠町、長谷村）

　　※米軍撮影



13-1-3 天竜川上流部の森林②
13 森林の状況
13-1 森林面積

現在の美和ダム・高遠ダム周辺（高遠町、長谷村）



全　国 天竜川上流部

出典：世界農林業センサス

13-1-3 天竜川上流部の森林③

○全国と比較し、山林面積の割合が高い

13 森林の状況
13-1 森林面積

山林
以外
34% 山林

66%

山林
以外
21%

山林
79%

平成12年（2000年）



○天竜川上流部の森林面積は全体として保たれ
ているが、天然林が減少し人工林は増加

13-1-3 天竜川上流部の森林④

出典：世界農林業センサス

13 森林の状況
13-1 森林面積
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13 森林の状況

13-2 森林の機能

　

　　

森林の保水力による安定流出

○水源涵養機能

森林の被覆による侵食の防止

○土砂流出抑制機能

森林のもつ保水力による洪水時の流出量
の低減

○洪水緩和機能

参考：日本学術会議答申（平成13年11月）



○森林の有する洪水緩和機能には限界がある

13-2-1 洪水緩和機能①
13 森林の状況
13-2 森林の機能

小雨時には、雨は地中に浸透し直接流
れ出る量は少ない

大雨では、土壌が緩和状態となり、降っ
た雨はそのまま流れ出す



13 森林の状況
13-2 森林の機能13-2-1 洪水緩和機能②

○森林が貯留するのは、降り始めの降雨

○ダムは洪水のピークを調節



13 森林の状況
13-2 森林の機能13-2-1 洪水緩和機能③

○森林域でもある一定以上の降雨で土壌が飽和
し、保水機能が失われ、降雨はほとんど流出

降雨量と流出量の関係（イメージ図）

流出の割合が
増加

保水機能なし
（流出量＝降雨量）

一連降雨による雨量

流
出
量

保水機能あり
（流出量＜降雨量）

森林土壌が
雨で飽和 流

出
量

降雨量



13 森林の状況
13-2 森林の機能13-2-1 洪水緩和機能④

美和ダム流域 小渋ダム流域



13-2-2 土砂流出抑制機能①
○良好な森林を形成することにより、土砂の流出を減少

させることができる

○効果が現れるまでは、長い期間が必要

13 森林の状況
13-2 森林の機能

出典：国土交通省　砂防部とりまとめ
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13-2-2 土砂流出抑制機能②

○森林が形成されていても土砂の流出抑制に
限界がある

13 森林の状況
13-2 森林の機能

出典：難波宣士（1959）崩壊地の基礎的特性について
　 林野庁治山課

有林地と無林地における崩壊の関係
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13-2-2 土砂流出抑制機能③
13 森林の状況
13-2 森林の機能

松川町生田地区（Ｓ36災、1956年）



○森林が増加すると森林自身の水の消費で河川流量
が減少する場合がある（蒸発散作用による）

13-2-3 水源涵養機能
13 森林の状況
13-2 森林の機能

出典：東京大学愛知演習林白坂流域のデータをもとに作成

豊水流量：1年を通じて 95日はこれをくだらない流量

平水流量：1年を通じて185日はこれをくだらない流量

低水流量：1年を通じて275日はこれをくだらない流量

渇水流量：1年を通じて355日はこれをくだらない流量

森林の成長に伴う流出量の変化



13-3 まとめ
13 森林の状況

○森林と構造物の両方の機能が相まって目標とす　
る安全度が確保される

○森林に覆われることにより土砂の流出は減少する
が、大雨になれば大規模な土砂流出が発生する
場合がある

○森林の存在を前提に治水・利水計画を策定

○森林は中小洪水においては洪水緩和機能を発揮
するが、大洪水においては降雨のほとんどが流出
し顕著な効果はない

○現在は歴史上森林が良好に保存されている時期



14-1 総合土砂管理
○森林を含む源流から河口・海岸等における堆積・侵食等

の土砂に関する治水・利水・環境上の課題の解決に向
け、自然と調和を図った総合的な土砂管理を実現する

14 総合土砂管理



14-2 砂防 14-2-1土砂流出

36災での大規模な土砂流出

14 総合土砂管理

四徳分校

中川村四徳地先（昭和36年6月）



○大規模な土砂流出の抑制

○貯めた土砂を下流に徐々に流下

○河床変動の平準化

14-2-2 砂防のイメージ

大規模な土砂流出

土砂を止める 止めた土砂を
徐々に流下

堆積土砂が流出

河床変動の平準化

河道内の土砂移動

土
砂
量

時間

14 総合土砂管理
14-2 砂　防



14-2-3 スリット式砂防えん堤
○大規模な土砂の流出を止め、堆砂した土砂を徐々に

流下させる

14 総合土砂管理
14-2 砂　防

猪鹿沢第３砂防えん堤（三峰川水系、高遠町）



14-2-4 山腹工の施工

鹿塩川山腹工（小渋川水系、大鹿村）

14 総合土砂管理
14-2 砂　防

山腹工

山腹に植栽、土留、排水工等を

施すことで植生を回復させ、山腹
の崩壊や土砂流出を防ぐ



14-3 ダ　ム
14-3-1 天竜川のダムの堆砂状況①

出典：ダム事業のプログラム評価に関する検討委員会資料

14 総合土砂管理

○堆砂の状況は、水系によって大きく異なる



14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム

○天竜川、木曽川、大井川の3水系で全国一級水系
　 の総堆砂量の1/3

出典：ダム事業のプログラム評価に関する検討委員会資料

14-3-1 天竜川のダムの堆砂状況②



14-3-1 天竜川のダムの堆砂状況③
天竜川水系のダムの堆砂状況（平成11年度）

・美和ダム・小渋ダムは平成10年度現在
・「＊」印はしゅんせつ量を除く
出典：雑誌「電力土木 2001.1」

14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム

総貯水容量
(建設当初)

美 和 国土交通省 S34 37,478 ＊ 14,153 37.8%

小 渋 国土交通省 S44 58,000 ＊ 13,448 23.2%

泰 阜 中部電力（株） S11 10,761 ＊ 8,406 78.1%

平 岡 中部電力（株） S27 42,425 ＊ 36,066 85.0%

水 窪 電源開発（株） S44 29,981 6,945 23.2%

新 豊 根
電源開発（株）
国土交通省

S48 53,500 1,514 2.8%

佐 久 間 電源開発（株） S31 326,848 ＊ 111,975 34.3%

秋 葉 電源開発（株） S33 34,703 ＊ 13,226 38.1%

船 明 電源開発（株） S52 14,578 980 6.7%

－ 12,030,956 ＊ 1,059,544 8.8%
全国値

（406ダム）

堆砂率
総堆砂量

（千m3）
事業者ダム名 竣工年



14-3-2 美和ダム恒久堆砂対策

○掘削

14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム

○貯砂ダム
　　　・洪水バイパストンネル



14-3-3 小渋ダム施設改良事業
14 総合土砂管理
14-3 ダ　ム



14-4 河　川
14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷①

14 総合土砂管理

※ＨＷＬ（計画高水位）：計画高水流量を流し得る水位



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷②
14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷③

○昭和36年災害で河床が上昇

14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷④

○昭和36年災害以降、河床は低下

14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-1 天竜川上流部の河床の変遷⑤

○近年、河床は安定化傾向

14 総合土砂管理
14-4 河　川



14-4-2 天竜川上流部の河道内の土砂量

○昭和50年代以降、砂利採取の減少に伴い土砂量も
安定化

14 総合土砂管理
14-4 河　川

全区間（天竜川上流部）の

河道内土量経年変化と砂利採取量の経年変化



S36災、松川町

14-4-3 洪水時の河道の状況①
14 総合土砂管理
14-4 河　川



S36災、飯田市松尾地先

14 総合土砂管理
14-4 河　川14-4-3 洪水時の河道の状況②



14 総合土砂管理
14-5 海　岸14-5-1 海岸の状況①

○ 近年、汀線は侵食傾向

出典：静岡県資料



14-5-1 海岸の状況②
14 総合土砂管理
14-5 海　岸

太平洋（遠州灘）

太平洋（遠州灘）

昭和21年（1946年）5月

平成13年（2001年）2月

天竜川河口

天竜川河口

出典：静岡県資料

太田川河口

太田川河口



14-6 総合土砂管理に向けた取り組み

14-6-1 天竜川総合土砂管理対策委員会

平成14年度～○期　間

学識経験者、行政担当者○構　成

天竜川における今後の総合的な土砂管理
の目標を定め、佐久間ダムの堆砂のあり方
を検討し、土砂移動の連続性の確保の具
体化を図る

○目　的

14 総合土砂管理



14-6-2 モニタリングの実施

平成12年度～○期　間

坊主平（与田切川水系、飯島町）○場　所

水中の流砂の量と質（粒度）を把握○目　的

14 総合土砂管理
14-6 総合土砂管理に 向けた

取り組み

与田切川の流砂観測施設

○流砂観測施設の設置


